
「
Ｒ
Ｆ
Ｍ
分
析
」
と
は
、
優
良
顧
客
を
見
極
め
る

分
析
手
法
。
購
入
客
の
最
新
購
買
日
、
購
買
頻
度
、

累
計
購
買
金
額
か
ら
顧
客
の
購
買
行
動
を
分
析
す
る
。

販
促
効
果
を
高
め
る
上
で
最
も
基
本
的
な
手
法
だ
。

電
器
店
で
販
売
促
進
を
担
当
す
る
Ａ
さ
ん
。
歳
末

商
戦
の
特
売
を
知
ら
せ
よ
う
と
、
過
去
２
年
分
の
顧

客
の
購
買
履
歴
を
分
析
し
、
累
計
購
買
金
額
が
多
い

順
に
、
上
位
20
％
の
顧
客
を
対
象
に
絞
っ
て
、
ダ
イ

レ
ク
ト
メ
ー
ル
（
Ｄ
Ｍ
）
を
送
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
期
待
に
反
し
て
ほ
と
ん
ど
効
果
が
な

か
っ
た
。
な
ぜ
、
Ａ
さ
ん
は
失
敗
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

原
因
は
購
買
金
額
だ
け
に
目
が
行
き
、
い
つ
買
っ

た
か
と
い
う
点
を
見
逃
し
て
い
た
こ
と
。
Ｄ
Ｍ
を
送

っ
た
顧
客
の
な
か
に
は
、
こ
こ
１
年
以
上
、
Ａ
さ
ん

の
店
で
買
い
物
し
て
い
な
い
人
が
多
か
っ
た
の
だ
。

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
高
効
率
な
販
売
促
進
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
そ
の
問
い
に
答
え
る
の

が
「
Ｒ
Ｆ
Ｍ
分
析
」
だ
。

家
電
小
売
業
の
世
界
で
、
今
や
「
Ｒ
Ｆ
Ｍ
」
と
い

う
言
葉
は
珍
し
い
も
の
で
は
な
く
な
っ
た
。
簡
単
に

い
う
と
、「
Ｒ
Ｆ
Ｍ
分
析
」
は
、
誰
が
一
番
最
近
買
い

物
に
来
た
顧
客
か
、
頻
繁
に
来
店
す
る
顧
客
は
誰
か
、

一
番
お
金
を
使
っ
て
く
れ
て
い
る
顧
客
は
誰
か
、
と

い
う
３
つ
の
側
面
か
ら
、
自
店
に
と
っ
て
の
優
良
顧

客
は
だ
れ
か
を
見
極
め
る
分
析
手
法
だ
。

「
Ｒ
」
は
リ
セ
ン
シ
ー
「
顧
客
の
最
新
購
買
日
」。

「
Ｆ
」
は
フ
リ
ー
ク
エ
ン
シ
ー
、
あ
る
期
間
の
「
購
買

頻
度
」
を
示
す
。「
Ｍ
」
は
マ
ネ
タ
リ
ー
。
期
間
内
の

「
累
計
購
入
金
額
」
情
報
で
、
こ
の
３
種
類
の
顧
客
情

報
デ
ー
タ
を
基
本
に
、
分
析
結
果
の
数
値
の
高
低
で
、

顧
客
を
ラ
ン
ク
付
け
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
高
い
ロ

イ
ヤ
ル
テ
ィ
ー
（
お
店
に
高
い
収
益
の
貢
献
度
）
を

持
っ
て
い
る
顧
客
や
離
反
客
を
識
別
す
る
。

「
Ｒ
Ｆ
Ｍ
分
析
」
を
行
う
に
は
、
言
う
ま
で
も
な

く
、
誰
が
い
つ
、
何
を
、
い
く
ら
で
買
っ
た
か
、
と

い
う
顧
客
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
、
整
備
さ
れ
て
い
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
蓄
積
し
た
顧

「
攻
め
に
強
く
守
り
に
堅
い
経
営
」
が
求
め
ら
れ
る0

9

年
。
顧
客
と
販
売
店
の
関
係
は
、
顧
客
を
「
水
」
と
す
れ
ば
店

舗
は
「
船
」、
店
舗
経
営
者
は
「
船
長
」。
水
に
浮
か
ぶ
店
舗
の
水
先
案
内
役
が
、「
羅
針
盤
」
と
な
る
。
そ
れ
こ
そ
が
本

連
載
が
紹
介
す
る
電
器
店
経
営
情
報
総
合
管
理
シ
ス
テ
ム
「
羅
針
盤
」
だ
。
店
舗
は
多
数
の
顧
客
に
支
え
ら
れ
、
船
長

で
あ
る
経
営
者
は
、
顧
客
満
足
度
思
考
を
大
切
に
、
顧
客
と
一
生
涯
の
関
係
を
続
け
る
た
め
、
経
営
情
報
デ
ー
タ
を
効

率
的
か
つ
的
確
に
活
用
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。
全
国
の
電
器
店
で
愛
用
さ
れ
て
い
る
「
羅
針
盤
」
が
、
そ
の
威
力
を

発
揮
す
る
。「
羅
針
盤
」
に
搭
載
さ
れ
た
数
々
の
機
能
の
中
で
も
直
接
、
売
上
増
、
顧
客
増
に
つ
な
が
る
機
能
と
言
え
ば
、

顧
客
デ
ー
タ
を
元
に
し
た
「
Ｒ
Ｆ
Ｍ
分
析
」
機
能
で
あ
り
、
分
析
さ
れ
た
数
値
で
自
動
的
に
付
与
さ
れ
る
「
顧
客
ラ
ン

ク
」
と
「
条
件
検
索
」、
さ
ら
に
多
重
条
件
を
絞
り
込
ん
だ
「
絞
り
込
み
検
索
」
機
能
だ
。
今
月
は
「
Ｒ
Ｆ
Ｍ
分
析
」
に

焦
点
を
当
て
る
。

電
器
店
経
営
情
報
総
合
管
理
シ
ス
テ
ム

「
羅
針
盤
」の
魅
力
を
探
る

「
羅
針
盤
」
開
発
・
発
売
元
の
メ
デ
ィ
ア
・
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
・
ジ
ャ
パ
ン
（
本
社
＝
東
京
都
北

区
赤
羽
台
３
‐
１
‐
１
９
、

電
話
０
３
‐

３
９
０
６
‐
３
５
６
１
、
澤
田
国
治
社
長
）

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
羅
針
盤
」
の
操
作
イ
メ

ー
ジ
の
一
部
を
サ
ン
プ
ル
画
像
で
紹
介
し
て
い

る
。
本
文
と
と
も
に
参
照
さ
れ
た
い
。

http://www.mnj2000.net/

◆
Ｒ
Ｆ
Ｍ
分
析
と
は

◆
電
器
店
で
、
よ
く
あ
る
販
促
活
動
失
敗
例
　

◆
３
つ
の
側
面
か
ら
顧
客
を
分
析

「羅針盤」の魅力を探る



客
の
購
買
履
歴
を
、
最
新
購
買
日
、
購
買
頻
度
、
累

計
購
買
金
額
と
い
う
切
り
口
で
分
析
す
る
。

３
つ
の
切
り
口
で
分
析
す
る
の
は
、
ど
れ
か
１
つ

の
切
り
口
だ
け
で
分
析
す
る
と
、
判
断
を
誤
る
可
能

性
が
高
く
な
る
か
ら
だ
。
冒
頭
の
ケ
ー
ス
（
販
促
活

動
の
失
敗
例
）
の
よ
う
に
、
累
計
購
買
金
額
が
高
い

顧
客
で
も
、
長
い
間
、
買
っ
て
い
な
い
顧
客
は
す
で

に
離
反
し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
た
ま
た
ま
特
売
の
時
に
や
っ
て
来
て
、
ま

と
め
て
大
き
な
買
い
物
を
し
た
だ
け
の
顧
客
は
、
そ

の
店
に
そ
れ
ほ
ど
高
い
ロ
イ
ヤ
ル
テ
ィ
ー
を
持
っ
て

い
な
い
か
も
し
れ
な
い
。「
Ｒ
Ｆ
Ｍ
分
析
」
な
ら
、
継

続
的
に
買
っ
て
く
れ
て
い
る
常
連
客
を
導
き
出
す
こ

と
が
で
き
る
。

優
良
顧
客
を
的
確
に
見
極
め
て
、
集
中
的
に
手
厚

い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
的
確
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

で
ア
プ
ロ
ー
チ
す
れ
ば
、
販
促
費
や
販
売
員
と
い
っ

た
経
営
資
源
を
有
効
に
活
用
で
き
、
利
益
率
を
改
善

し
て
高
効
率
経
営
が
で
き
る
。

「
羅
針
盤
」
の
「
Ｒ
Ｆ
Ｍ
分
析
」
は
、
顧
客
１
人
１

人
を
、
次
の
３
つ
の
観
点
か
ら
指
標
化
す
る
。
そ
れ

は
「
Ｒ
（
最
新
購
買
日
）
＝
い
つ
買
っ
た
か
」「
Ｆ

（
累
計
購
買
回
数
）
＝
ど
の
く
ら
い
の
頻
度
で
買
っ
て

い
る
か
」「
Ｍ
（
累
計
購
買
金
額
）
＝
い
く
ら
買
っ
て

く
れ
て
い
る
か
」
だ
。

こ
の
各
指
標
の
数
値
に
「
羅
針
盤
」
独
自
に
重
み

付
け
し
た
上
で
合
算
し
て
、
１
人
１
人
の
顧
客
に
つ

い
て
数
学
的
数
値
の
５
段
階
評
価
（
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
・

Ｄ
・
Ｅ
）
ラ
ン
キ
ン
グ
を
作
成
す
る
。

例
え
ば
、「
Ｒ
Ｆ
Ｍ
分
析
」
結
果
の
指
標
数
値
で

「
Ｒ
」
が
５
、「
Ｆ
」
が
５
、「
Ｍ
」
が
５
の
顧
客
の
数

値
は
「
５
５
５
」
と
な
り
、
最
近
、
何
度
も
、
た
く

さ
ん
買
っ
て
く
れ
て
い
る
「
Ａ
ラ
ン
ク
」
の
顧
客
、

す
な
わ
ち
「
最
優
良
顧
客
」
と
判
断
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

反
対
に
数
値
が
「
１
１
１
」
の
顧
客
は
、
ほ
と
ん

ランクが高い ランクが高いほど、将来の企業収益に貢献してくれる可能性が高い

ランクが低い ＦやＭが高くても、他店に奪われている可能性が高い

ランクが低い Ｍのランクが高ければ、Ｒのランクが高い方が良い顧客

ランクが低い　
は上がらない

他店に奪われている可能性が高い

Ｍ Ｍｏｎｅｔａｒｙ（マネタリー） 購買金額合計 ランクが低い ＲやＦのランクが高くても、購買力が少ない

切り捨てることも検討するＲ、Ｆ、Ｍともランクが低い

Ｆのランクが高いほど常連客
ＦやＭのランクが高いほど購買力がある

ランクが同じ

Ｒ Ｒｅｃｅｎｃｙ（リセンシー） 最新購買日

簡単なＲ、Ｆ、Ｍランクの見方

Ｆ Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ
（フリークエンシー）

購買頻度

又

「羅針盤」のRFM分析条件を設定する

◆
羅
針
盤
搭
載
の
「
Ｒ
Ｆ
Ｍ
分
析
」
と
は

「羅針盤」の魅力を探る



ど
期
待
薄
が
薄
く
、「
顧
客
」
と
言
え
る
か
、
ど
う
か

も
含
め
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
、
ラ
ン
ク
上
で
は
そ
う
な
る
が
、
そ
こ
に

あ
る
項
目
の
分
析
を
加
え
る
こ
と
に
よ
り
、「
羅
針
盤
」

の
「
Ｒ
Ｆ
Ｍ
分
析
」
で
し
か
得
ら
れ
な
い
顧
客
の
特

性
が
見
え
て
く
る
。

各
指
標
の
重
要
性
や
意
味
合
い
は
、
業
種
や
業
態
、

取
扱
商
品
に
よ
っ
て
異
な
る
た
め
、
指
標
数
値
へ
の

ウ
エ
ー
ト
の
付
け
方
自
体
が
、
販
売
店
独
自
の
企
業

ノ
ウ
ハ
ウ
と
な
る
。

場
合
に
よ
っ
て
は
３
つ
の
指
標
す
べ
て
で
は
な
く
、

２
つ
の
組
み
合
わ
せ
、
あ
る
い
は
Ｒ
指
標
の
み
を
利

用
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

こ
こ
で
、
自
店
の
最
良
顧
客
を
見
極
め
、
効
果
的

な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
活
か
す
た
め
に
Ｒ
（
最
新
購

買
日
）
Ｆ
（
累
計
購
買
回
数
）
Ｍ
（
累
計
購
買
金
額
）

の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
て
お
く
。

▼
「
Ｒ
」（
リ
セ
ン
シ
ー
、
最
新
購
買
日
）

あ
る
顧
客
が
最
後
に
商
品
を
購
入
し
た
日
を
判
断

材
料
と
す
る
も
の
で
、
最
近
購
入
し
た
顧
客
の
方
が

何
年
も
前
に
購
入
し
た
顧
客
よ
り
良
い
顧
客
と
す
る

考
え
方
だ
。
す
べ
て
の
顧
客
が
最
後
に
買
っ
た
日
だ

け
を
拾
い
出
し
、
新
し
い
順
序
に
並
べ
る
と
、
一
番

上
に
来
る
顧
客
が
良
い
顧
客
と
な
る
。「
Ｒ
」（
リ
セ

ン
シ
ー
、
最
新
購
買
日
）
だ
け
で
も
、
各
月
の
購
買

顧
客
実
数
な
ど
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

▼
「
Ｆ
」（
フ
リ
ー
ク
エ
ン
シ
ー
、
あ
る
期
間
の
累

計
購
買
回
数
）

購
入
頻
度
が
高
い
ほ
ど
良
い
顧
客
と
言
え
る
。
顧

客
の
購
買
履
歴
か
ら
過
去
に
何
回
購
買
し
た
か
を
拾

い
出
し
、
そ
の
回
数
を
多
い
順
に
並
べ
る
と
、
一
番

上
に
く
る
顧
客
が
最
も
「
Ｆ
」
の
高
い
顧
客
と
い
え

る
。「

Ｆ
」
が
低
い
顧
客
が
多
い
場
合
、
サ
ー
ビ
ス
業
で

は
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
や
料
金
で
顧
客
に
不
満
足
を
与

え
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

一
方
、「
Ｆ
」
が
高
い
顧
客
が
多
い
場
合
は
、
常
連

顧
客
が
多
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
、「
Ｆ
」
の
低
い
顧

客
が
少
な
い
と
、
新
規
顧
客
を
獲
得
す
る
企
画
が
必

要
を
さ
れ
る
。

▼
「
Ｍ
」（
マ
ネ
タ
リ
ー
、
期
間
内
累
計
購
買
金
額
）

た
く
さ
ん
買
っ
て
く
れ
る
顧
客
は
、
店
に
と
っ
て

「
良
い
顧
客
」
で
あ
る
。
購
買
履
歴
か
ら
顧
客
ご
と
の

購
買
金
額
の
累
計
を
自
動
計
算
し
て
、
金
額
の
大
き

い
順
に
並
べ
る
と
、
最
も
上
位
に
来
る
顧
客
が
マ
ネ

タ
リ
ー
の
高
い
顧
客
と
な
る
。

「
Ｍ
」
も
「
Ｆ
」
も
企
業
の
営
業
期
間
に
よ
っ
て
金

額
は
大
き
く
な
る
の
で
、
業
種
業
態
を
考
え
な
が
ら

期
間
を
定
め
て
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
「
Ｍ
」
の
ラ
ン
ク
が
高
い
と
い
う
こ
と
は
、

潜
在
的
に
購
買
力
が
高
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
、「
Ｍ
」

の
顧
客
が
多
い
こ
と
は
企
業
に
と
っ
て
喜
ば
し
い
こ

と
で
あ
り
、
そ
の
顧
客
の
「
Ｆ
」
や
「
Ｒ
」
が
上
が

れ
ば
、
企
業
収
益
に
貢
献
す
る
こ
と
に
な
る
。

5段階評価は指標数値へのウエイトの付け方次第（実際の画面は5色に色分けされる）

◆
Ｒ
Ｆ
Ｍ
分
析
効
果
で
〝
無
駄
撃
ち
〞
を
減
ら
す

「羅針盤」の魅力を探る



「
羅
針
盤
」
は
「
Ｒ
Ｆ
Ｍ
」
の
「
期
間
」「
回
数
」

「
金
額
」
の
情
報
デ
ー
タ
を
分
析
目
標
指
標
数
値
と
し

て
、
各
ラ
ン
ク
に
定
め
て
、
５
段
階
に
選
択
を
分
類

で
き
る
。
但
し
、
各
ラ
ン
ク
の
範
囲
を
ど
の
よ
う
に

選
択
・
決
定
す
る
か
に
よ
っ
て
、
分
析
の
結
果
は
大

き
く
変
わ
る
の
で
、
十
分
検
討
し
て
選
択
・
決
定
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
し
て
「
Ｒ
の
ラ
ン
ク
が
５
」「
Ｆ
の
ラ
ン
ク
が
５
」

「
Ｍ
の
ラ
ン
ク
が
５
」
と
い
う
場
合
、「
Ｒ
Ｆ
Ｍ
が
５

５
５
」
と
表
現
す
る
。
一
般
的
に
は
Ｒ
Ｆ
Ｍ
が
「
５

５
５
」
の
顧
客
が
「
最
良
の
顧
客
」、「
１
１
１
」
が

あ
ま
り
良
い
顧
客
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
肝
心

な
の
は
そ
の
中
間
の
顧
客
で
あ
る
。
そ
し
て
、
多
く

が
中
間
の
顧
客
で
あ
る
。

例
え
ば
「
Ｒ
Ｆ
Ｍ
が
５
１
１
」
の
顧
客
に
つ
い
て

考
え
て
み
よ
う
。「
Ｒ
」
が
「
５
」
と
い
う
こ
と
は
、

ご
く
最
近
、
買
っ
て
く
れ
て
い
る
が
、「
Ｆ
」
と
「
Ｍ
」

は
極
め
て
低
い
の
で
、
購
買
頻
度
は
低
く
、
購
買
金

額
も
少
な
い
顧
客
だ
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
「
Ｆ
」

と
「
Ｍ
」
が
上
が
っ
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え

る
と
、
頻
繁
に
買
っ
て
く
れ
る
け
ど
、
購
買
力
が
低

い
「
Ｒ
Ｆ
Ｍ
が
５
５
１
」
の
顧
客
よ
り
将
来
性
を
秘

め
て
い
る
。

ま
た
「
Ｒ
Ｆ
Ｍ
が
１
５
５
」
と
い
う
顧
客
は
、
購

買
頻
度
も
、
購
買
金
額
も
高
い
が
、
最
近
め
っ
き
り

購
入
し
て
く
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
競
合
他
社
に

奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

大
半
の
顧
客
は
、
こ
う
し
た
中
間
の
顧
客
に
分
類

さ
れ
る
。
そ
の
数
値
を
見
て
い
く
こ
と
で
、
将
来
貢

献
し
て
く
れ
る
顧
客
か
、
そ
う
で
な
い
顧
客
か
を
あ

る
程
度
判
断
で
き
る
。
そ
し
て
一
番
肝
心
な
の
は
、

良
い
顧
客
に
な
る
可
能
性
の
高
い
顧
客
を
見
つ
け
、

「
５
５
５
」
に
近
づ
け
る
こ
と
で
あ
り
、
企
業
収
益
に

貢
献
し
て
く
れ
る
見
込
み
の
あ
る
顧
客
か
、
ど
う
か

を
見
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

電
器
店
経
営
の
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
ソ
フ
ト
が
あ

る
が
、
ポ
イ
ン
ト
は
Ｒ
Ｆ
Ｍ
の
表
示
す
こ
と
と
、
Ｒ

Ｆ
Ｍ
分
析
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
別
、
と
い
う
点

で
、
ま
さ
に
羅
針
盤
ソ
フ
ト
は
、
表
示
も
分
析
も
で

き
る
先
進
機
能
が
搭
載
さ
れ
た
す
ぐ
れ
も
の
だ
。

Ｒ
Ｆ
Ｍ
の
表
示
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
ソ
フ
ト
は

い
く
つ
か
あ
る
。
つ
ま
り
購
買
頻
度
や
購
買
金
額
、

そ
れ
ぞ
れ
を
出
す
こ
と
は
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
れ

ら
の
デ
ー
タ
を
元
に
分
析
が
で
き
る
ソ
フ
ト
と
な
る

と
、「
羅
針
盤
」
を
除
い
て
見
当
た
ら
な
い
。
戦
略
的

に
分
析
が
で
き
て
こ
そ
、
本
来
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
可
能
と
な
る
。

こ
う
し
て
Ｒ
、
Ｆ
、
Ｍ
の
ラ
ン
ク
設
定
が
で
き
る

と
、
Ｒ
Ｆ
Ｍ
値
は
「
５
５
５
」
か
ら
「
１
１
１
」
ま

で
、
実
に
１
２
５
通
り
に
分
類
さ
れ
る
。
例
え
ば
、

「
ご
く
最
近
（
90
日
以
内
）、
初
め
て
来
て
く
れ
て
、

電
球
か
何
か
、
安
い
商
品
を
買
っ
て
く
れ
た
」
と
い

う
顧
客
は
、
Ｒ
Ｆ
Ｍ
分
析
結
果
が
「
５
１
１
」
と
な

RFM集計結果がわかりやすく集計されて示される

◆
こ
こ
で
も
生
き
る
「
羅
針
盤
」
の
一
見
性

◆
Ｒ
Ｆ
Ｍ
表
示
と
Ｒ
Ｆ
Ｍ
分
析
は
別

◆
カ
ギ
握
る
〝
中
間
の
顧
客
〞

羅
針
盤
Ｒ
Ｆ
Ｍ
分
析
の
特
徴
①

「
Ｒ
」
Ｆ
」「
Ｍ
」
各
々
５
段
階
で
ラ
ン
ク
分
け

羅
針
盤
Ｒ
Ｆ
Ｍ
分
析
の
特
徴
③

利
用
し
や
す
く
「
Ａ
〜
Ｅ
」
５
ラ
ン
ク
設
定

羅
針
盤
Ｒ
Ｆ
Ｍ
分
析
の
特
徴
②

Ｒ
Ｆ
Ｍ
の
デ
ー
タ
を
分
析



る
。し

か
し
、
１
２
５
通
り
の
ま
ま
で
は
、
あ
ま
り
に

も
細
か
す
ぎ
る
の
で
、
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
「
Ａ
」

か
ら
「
Ｅ
」
ま
で
の
５
つ
の
ラ
ン
ク
に
分
類
す
る
。

こ
れ
が
「
ラ
ン
ク
設
定
」
だ
。

ラ
ン
ク
設
定
は
、「
Ｍ
＝
マ
ネ
タ
リ
ー
（
購
買
金

額
）」、「
Ｒ
＝
リ
セ
ン
シ
ー
（
最
新
購
買
日
）」、

「
Ｆ
＝
フ
リ
ー
ク
エ
ン
シ
ー
（
購
買
頻
度
）」
の
ど
れ

を
中
心
に
見
る
か
は
、「
羅
針
盤
」
ユ
ー
ザ
ー
の
考
え

方
が
次
第
。
ユ
ー
ザ
ー
の
考
え
方
で
Ｒ
Ｆ
Ｍ
を
入
れ
、

ラ
ン
ク
を
出
す
。

Ｒ
、
Ｆ
、
Ｍ
の
ど
の
順
序
で
重
視
す
る
か
、
の
設

定
を
ユ
ー
ザ
ー
が
決
め
る
と
、
ラ
ン
ク
設
定
画
面
は

図
３
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
に
な
る
。
実
際
は
赤
、
青

な
ど
５
色
の
カ
ラ
ー
で
見
や
す
く
色
分
け
さ
れ
て
い

る
。
例
え
ば
、
最
新
購
買
日
が
中
心
で
あ
れ
ば
、
３

桁
の
最
初
が
５
の
ケ
ー
ス
は
す
べ
て
赤
く
な
る
。

「
羅
針
盤
」
は
情
報
を
画
面
で
一
度
に
確
認
で
き
る

「
一
見
性
」
が
特
徴
だ
が
、
こ
の
「
ラ
ン
ク
設
定
」
も

１
２
５
通
り
が
一
見
で
き
る
。

Ｒ
Ｆ
Ｍ
分
析
の
一
覧
表
に
追
加
す
る
項
目
は
「
部

門
」
か
ら
「
職
業
」
ま
で
14
項
目
あ
る
が
、
メ
デ
ィ

ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ジ
ャ
パ
ン
は
す
べ
て
チ
ェ
ッ
ク
す

る
こ
と
を
推
奨
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
レ
ジ
売
り
や

季
節
売
上
げ
な
ど
特
定
の
顧
客
は
、
そ
の
顧
客
番
号

を
入
力
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
集
計
か
ら
除
外
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

実
際
の
Ｒ
Ｆ
Ｍ
分
析
の
結
果
画
面
は
図
４
の
イ
メ

ー
ジ
に
な
る
。
左
側
は
「
１
１
１
」
か
ら
「
５
５
５
」

ラ
ン
ク
に
当
て
は
ま
る
顧
客
数
と
５
段
階
の
ラ
ン
ク
、

構
成
比
率
（
パ
ー
セ
ン
ト
）、
合
計
購
買
金
額
、
平
均

購
買
金
額
が
一
覧
表
示
さ
れ
る
。

画
面
の
下
段
に
は
「
Ｒ
Ｆ
Ｍ
印
刷
」「
顧
客
別
一
覧

表
」「
棒
グ
ラ
フ
」「
円
グ
ラ
フ
」「
Ｒ
Ｆ
Ｍ
の
転
記
」

の
５
つ
の
ボ
タ
ン
が
あ
る
。「
Ｒ
Ｆ
Ｍ
印
刷
」
は
、
１

２
５
ラ
ン
ク
別
の
一
覧
表
が
わ
か
り
や
す
く
印
刷
さ

れ
、「
Ａ
」
か
ら
「
Ｅ
」
の
５
段
階
の
合
計
も
表
示
さ

れ
る
。

現
実
の
顧
客
管
理
に
お
い
て
、
ラ
ン
ク
の
見
直
し
作

業
は
大
変
な
労
力
を
必
要
と
す
る
。
顧
客
の
数
が
多

け
れ
ば
、
多
い
ほ
ど
む
ず
か
し
い
。「
羅
針
盤
」
は
、

「
Ｒ
Ｆ
Ｍ
分
析
」
に
よ
っ
て
数
値
化
さ
れ
た
分
析
ラ
ン

キ
ン
グ
を
基
本
に
「
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
、
Ｄ
、
Ｅ
」
５
段

階
に
分
け
た
顧
客
ラ
ン
ク
を
「
顧
客
マ
ス
タ
ー
」
に

自
動
的
に
、
一
括
転
記
し
て
く
れ
る
。
凄
い
！

Ｒ
Ｆ
Ｍ
の
デ
ー
タ
を
表
示
し
て
く
れ
る
ソ
フ
ト
は

あ
っ
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
デ
ー
タ
を
分
析

し
、
そ
の
結
果
得
ら
れ
る
ラ
ン
ク
を
顧
客
台
帳
に
自

動
的
に
転
記
し
て
く
れ
る
機
能
を
も
っ
た
ソ
フ
ト
は

「
羅
針
盤
」
以
外
に
見
当
た
ら
な
い
。

し
か
も
、
ラ
ン
ク
表
示
の
欄
は
「
前
」「
現
」「
フ

リ
ー
」
の
３
つ
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
５
３
４
」
と
か
、

「
３
４
４
」
な
ど
Ｒ
、
Ｆ
、
Ｍ
の
数
値
が
並
び
「
Ｒ
Ｆ

Ｍ
分
析
値
」
を
表
示
す
る
。

ま
た
並
行
し
て
表
示
さ
れ
る
、
こ
の
「
前
」「
現
」

「
フ
リ
ー
」
３
つ
の
表
示
が
、「
前
＝
前
期
、
前
回
の

顧
客
ラ
ン
ク
」「
現
＝
今
期
、
現
況
の
顧
客
ラ
ン
ク
」

「
フ
リ
ー
＝
常
時
今
の
顧
客
ラ
ン
ク
」
な
ど
そ
れ
ぞ
れ

に
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
顧
客
ラ
ン
ク
状
況
が
表
示
さ
れ

る
こ
れ
は
驚
き
だ
。
ま
さ
に
「
羅
針
盤
」
の
優
れ
た

機
能
と
し
て
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

「
羅
針
盤
」
の
優
れ
た
「
Ｒ
Ｆ
Ｍ
分
析
」
の
特
徴
を
、

さ
ら
に
次
号
で
紹
介
す
る
。

A～Eランクの合計も表示される

羅
針
盤
Ｒ
Ｆ
Ｍ
分
析
の
特
徴
④

他
に
類
を
見
な
い
自
動
・
一
括
転
記
機
能

「羅針盤」の魅力を探る


